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昭和37年10月10日 	王 

冗費を節減 

事業を推進 

36・37年度 
才入才出の説明 
十和田・黒石と比較ー 

市
政
施
行
年
度
お
よ
び
行
政
規
模
のに

て
い
る
十
和
田
市
、
黒
石
市
と
本
市
を

比
精
し
て
み
ま
し
た
。
 

こ
の
表
に
よ
つ
て
各
市
で
は
ど
の
行
政

に
主
と
し
て
力
を
そ
そ
い
で
い
る
か
が

よ
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
 

《出
・
税
収で
は
税
率
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

り
な
が
ら
本
m
が
税
収
の
多
い
の
は徴

収
の
成
績
が
よ
い
こ
と
と
税
客
体が
多

い
こ
と
を
物語
つ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
国
庫
支
出
金
で
も
他
市
を
大
き
く

引
き
は
な
し
て
い
る
こ
と
は
事
業
量の

大
き
い
こ
と
を
示
して
い
ま
す
。
 

し
か
し
財
産
収
入
で
は
十
和
田
市
が
一

億
余
も
他
市
よ
り
多
い
の
は
国
有
林
払

下
げ
の
処
分
収
入
で
、う
ら
や
ま
し
い

か
ぎ
り
で
、
本
市
で
も
払
下
げ
の
た
め

調
査
し
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
本
市
の

行
政
区
城
内
に
は
該
当
す
る
森
林
がな

い
の
だ
そ
う
で
す
。
 

昭
和
三
十
四
年
度
了
し

て
お
り
ま
す
。
 

に
一
億
八
千六
百
し
た
が
つ
て
財政
再
建
に
ス
り
ま
して

刀
円
に
の
ぼ
る
赤
か
ら
は
五
所
川原
市
に
お
け
る
財政
構

字
解
消
の
た
めに
造
を
た
だ
し
、財
政
を
軌
連
に
乗せ
、
 

財
政
再
建
準用
団

一
万
で
は
学
校施
設
の
照備
に
重
点
を

休
の
指
定
を
ろー
け
躍
き
、
昭
和
三
十
大
年
度
、
昭
和
三
十

て
財
政
の漣
直
し
七
年
度
の
ニ
カ
年
間
に
二
億
一
千
万円

に
努
力
を
続
け
て

を
投
じ
て
市
内
令
校
舎
の
九
O
％
近
く

来
た
の
で
あ
り
ま
完
成
せ
し
め
て
お
nま
で
。
 

す
。
 

ま
た
、
本
市
の
主
産業
で
あ
る
農
業
の

当
初
は
十
カ
年
に
振

興
に
つ
い
て
は
、従
来
ま
で
財
政
の

そ
の
赤
字
を
解
消
健

全
化
と
教
育
施
設
の充
実
多
重
点
施

す
べ
く
計
回を
樹
策

と
し
て
運
営
さ
れ
た
た
め
農
業
政
策
 す

が
、
地
万
交
付
税
は
国
の本
年
度
国

税
」
親
の
二九
％
を
一
定
の
計
算
万
式

に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
本

年
度
分
は
す
で
に
八
月
に
決定
し
て
お

り
ま
す
し
、予
算
縮
成に
あ
た
つて
は

自
治
省
、
県
と
協
議
の
上
、
承
認
を
受

け
て
か
ら
行
な
つ
て
い
る
も
の
で
あ
り

扶
し
て
無
理
な
予
算
で
は
あ
り
ま
せ
ん

細
部
に
つ
いて
は
、
各
表
を
比
較
検
討

し
て
＜
だ
さ
い
。
 

財
政

再
建

後
 

五所川原 ni 長

山 内 久 三 郎 

ュ

8

・

9
月

分
の
 

相
銀
保
険
料
は
 

今
月
末
が

納
期
で
す
 

7 

構
造
改
善
事業
の
認
定
前
に
補
助
金
を

み
こ
み
、
そ
れ
を
才
幽に
計
上
し
て
い

る
た
め
で
他
は
大
体
同
じ
で
あ
り
ま
す

公
債
費
で本
市
が
多
い
の
は
赤
字
分
の

借
入
れ
利子
が
一
」
方円
位
を
必要
と

し
て
い
る
た
め
で
経
常
分
で
は
大
差あ
 
 

り
ま
せ
ん
。
 

諸
支
出
金
は
年五
百
万
円
前
後
の
も
の

が
各
市
言
相
当
額
上
廻
っ
て
い
る
こ

と
は
本
市
で
は
赤字
解
消
分
が
一
千八

百
五
十
万
円
、
十
和
田
市
で
は
病
院
お

よ
び
水
通に
四
千
万
円
繰
出
し
て
お
り
 
 

黒
石
市
で
も
水
道
に
繰
出
し
て
い
る状

態
で
本
市
と
と
く
に
相
違
す
る
点
は
各

市
と
も
病
院
、
水
道
に
金
を
出
して
い

る
こ
と
で
あり
ま
す
。
 

黒石市は行政規模の少
による 

本市目赤字利子
分700万円を含む

十和田i万、黒石月丁は肩
院水」豆に繰Iガしている 

喜市とも都市計圃を含 

杢要蕎養帯罷移688 K00 #3- 

本市は公営住宅建設増 

の
 

担
 
払
 

負
む
林
 

元
含
有
む

地
か
国
含

は
費
は
を

市
股
市
金

田
施
田
代

和
道
和
げ

十
林
十
下
 

麟男和35年度未赤字 

由
 

理
 

減
 

増
 

	

参I 	目 	五所川原市 	十和田市 	黒 石 市 

	

1 議 会 費 	10-026 	9.050 	9、し83 

	

2 市  25 ff3 費 	73-276 	70-487 	57-258 

	

3 313 88 88 	26-181 	21-810 	14-560 

	

4 土 * 88 	39 667 	29-820 	18-451 

	

5 88 #3 88 	157-701 	84.301 	87.918 

	

6 蔦含票登聖， 	l38'-88 	8 '、" 	9"483 労働施設費 ‘”。ーJ o"7ー フU"~ 

	

7 保健衛生費 	5-853 	6-405 	22.025 

	

8 産 25経8588 	19-937 	28-590 	18'784 

	

9 84 88 費 	14-737 	73-825 	4.52・1 

	

10統計調査費 	 173 	175 	260 

	

1188 挙 88 	2-010 	1-512 	1-157 

	

12公 88 88 	31.081 	23-609 	19.153 

	

13諸  # 出 88 	6-665 	74-429 	26-305 

	

14予｛蔚 費 	0 	0 	0 

	

巧繰上充用金 	128-627 	0 	0 
#3 	34- 	654-422 	51'7-311 	375-96) 

費
 
費
 

木
 

消
 
土
 
敢
 

出 歳
 

引 	A 109-954 	6-094 A 22-835 差
 

（単位千円） 
36年度決算比較表 
歳 入ー 

由

税
増

理

堺
の

減
「
体

増

本
客
 

霞雷14 35ta0篇豊モ老雰建 

科 目 五所川原市 十和田市 黒石市 

1 市 	税 	166-882 	119-159 	100-699 
2 地方交付税 l16-370 134-883 113.065 
3 貧嘗金蕪乎 	13-833 	127-969 	1-243 

4 5ffl賢諮g 	826 	315 

5 使用撃議臓 
6 国庫交出金 	113-856 	69-000 	74-256 
7 88 支 lB 金 	14-697 	13.952 	7、771 
8 雑 収  A 	24-771 	12.432 	10.535 
9 市 	88 	52-500 	16-500 	35-000 
10寄 附 金 	 0 	5-013 	485 
11繰 入 金 	21 '000 	6.000 	0 
12繰 越 金 	3-551 	0 	0 
合 計 5く4'468 513.408 353-152 

キ8814'毘雰結里菖芽払 

本市は公営住 
宅の」曽による 

本亜は学校建設都目丁
言「回I公営任宅建設増 

言電楚貰驚建設債 債
 
金
 
金
 
金
 
計
 

（単位千円） 

理
 

轍轍論 
繰比」金を含む 

五所ill原市 十和田市 黒 石 #3 」碧 誠 理 庄］ 

156-160 113.550 101.327 
*C)露は課税客体 

123-094 148-000 126-000 木市】』】12千万円 

公営企業 	 6.184 	3c.244 	4.880 
1-300 

19'356 

370 

8-690 

816 

9-677 誘裏傍貧営住宅 

110-501 75-665 73-839 鷲麟貰購 
13-509 

小950 

34-967 

3-734 	- 

4-957 

6-752 
機「拶 

87-100 16-000 4-500 査農監市民会舘 

0 200 650 
10-000 0 0 雷盤学校建設 

532-154 437.420 333.368 

歳 出 

入
 
債
 金
 
金
 
計
 

37年度当初予算比較表 

歳 入 

8 
3 食誉爵醤収入 

H繰 入 金 

88 	計 

8 雑 収 入 

9 ff3 	WI 
I0寄 附 88 

4 6}ff1金 

S 883388，器 
6 国 I軍支 313 

7 33 支 #3 88 

	

88 	目 

	

I 市 	税 

2112 方交付税 

王i所川原『行 

8-893 
十和田市 

9-472 
黒 石 市 

8.516 
73.790 74.374 60't75 

否勲講防施設 
38.260 20-353 21.189 

150.653 88-437 60-128 否露は学校醜設 

奪njII)鐘盆管集署 
15.050 5.702 10-860 

麗航衛生施設 
19'190 43.084 18.014 十和出市は県支 

出金の農業構造 
改善費の補it/j金 
2300万円を合む 

1-734 10-340 7-058 
380 305 369 

3-520 2.283 2-226 

9 目オ 産 費 

10統計調査費 

	

1188 	25 	88 

	

12#3 88 38 	30-117 	20-875 	18-057 

	

1388 #3 出 88 	22-204 	58.312 	15.652 

	

H予 備 費 	1-183 	1-000 	579 

	

#3 	21- 	532-154 	437.420 	3)3-368 

科 目 

I 88 88 	88 
2 市 I( 所 88 

、3 消 β方 費 

4 土 * 88 
S 88 88 88 

6 ネ」奮諸総設費 

7 保健律i 生費 

8 8825 経 8588 

等
に
よ
り
初
年
度
に
お
いて
ニ
カ
年
分
 

ー
！
か
酵
消
、九
カ
年
に
短
縮
し現
在
に
至
 

‘
、
 つ

て
い
る
わ
け
で
あ
りま
す
。
 

‘
ノ
市
の
財
政
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
市
民
 

」
何
 の
皆
さ
ま
に
ご、
航
を
北
か
け
し
、
ま

ロ
軌

だ
一
部
で
は
相
当
し
ん
らつ
な
批
評
も
 

［
取
加
え
ら
れ
て
お
りま
す
が
、
再
び
財
政

一
叫
的
破
綻
を
招
く
よ
う
な財
政
運
営
は
い
 

「
E
た
し
て
お
り
ま
せ
A
 

」・
し
こ
の
こ
と
は
去
る
＋
月三
日
か
立
ハ
日

ま
で
自
治
省
調
査
課課
長
補
佐
一
行
の

財
政
再
建
実
施
状
況
の
監査
も
無
事
終
 

新
市
静
な
柱
に
基
礎
固
め
 

赤
字

は
着

々
解
消
 

昭
和
二
十
九
年
十
月
一
日
市
制
施
行
以
来
今
年
で
九
年
月
多
迎
え
ま
し
た
が
、
市
行

政
も
さ
き
に
策
定
さ
れ
た
五
所
川原
市
建
設
玉力
年
」
」
面
を
柱
と
して
着
A
と
田
園

都
巾
の
基
盤
を
固
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
財
政
面
で
も
昭
和
三
十
四
年
度
に
再
建灘
用

団
休
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
市
民
の
ご
協
力
と
国
、
県
の
ご
指
導
に
よ
り
着
A
と

赤
字
を
解
消
し
、
木
市
の
財
政
病
も日
々
快
ゆ
の
方
向
に
向
つ
てい
ま
す
0
最
近
、
 

巷
問
に
ク
田
園
都
市
で
あ
り
な
が
ら
農
業
振
興
策
をな
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
ク
と

か
、
ク
財
政
再
建
に
名
を
か
めー
て
ま
す
ま
す
借
金
を
ふ
や
し
つ
つ
あ
る
ク
な
ど
と
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
流
布
さ
れ
てお
り
ま
す
が
、
こ
の
際
、
実
際
の
市の
財
政
の
状
況

あ
る
い
は
行
政
施
策
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ま
に
正
しい
認
載
を
して
い
た
だ
き

市
政
に
ご
協
力の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
レま
す
。
 

て
財
政
構
造
を
た
 
では
見
る
べ
喜
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
 

フ
」
二

‘
一
手
、
そぐ
 
都

市
計
回
事
業
 

一
、七
九
四
ク
 
な
お
参
考
ま
でに
つ
け
く
わ
えま
す
が

だ
し
冗
費
の
節
約
 
した
が
、
今
後
は
農
業
構
造
改
善
地
域
 
‘
 

二
一1

1
三
凶
ーフ
 

そ
の
他
 

三
、
八
】
三
ク
 
市
内
元
町
地
内
の市
有
地
売
却
に
つき
 

の
主

な

事
業
 

市
の
事
業
の
施
行
状
況
は
、行
政
水
準

舘
の
着
手
も
あ
つ
て
一
雇
一
、一
乙
八
い
ま
す
が
前
年
度
に
於
て
親
坪
数
一
〇

の
引
き
上
げ
と
、住
民
の
福
利
増
進
を

万
円
の
耕
業
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
一
一大
・
大
八
坪
、
金
相
に
し
て
七
、
o
 

目
的
と
し
た
諸
施
設
の
轄
備
充
実
に
重
h
民
会
舘
建
設
 
五
、
三
O
O万
円
ー
ハ
匹
、八
九
四
円
とな
つ
て
お
り
ま
す

航
を
お
八
て
起
恋
して
八
ま
す一
。
 

危
貝
ト
折
範
 

一
、ぺ
五
ペ
ク
 
二
き
に
オ
比
に
先
を
み
る
と
本
庄
で
は
 

O
昭
和
」
干
四
年
度
で
麟
熱

に
五
、
栄
中
新
築
 

一
、四
八
八
ク
 
末
費
は
都
市

箇

累
分
が

多
く
、
 

八
O
O万
円
を
費
し
、毛
の
主
な
も
の

南
小
増
築
 
一
、

〇
七
ニ
ク
 
教
育
費
で
は
学
校農
に

重
点
を
は
ら

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

そ
の
他
学
校
整
備
 
一
、大
四
七
ク
 
つ
て
い
る
ので
圧
倒
的
に
他
市
を圧
し

五
小
校
増
築
 
一
、

二
一お
万

円

公
営
住
宅
理
設
 

二
、
九
大
ー
ク
 
て
お
り
ま
す
。
 

毘
沙
門
小
増
築
 

四
o
ニ
ク
 
都
市
猫
亭
業
 

‘
一
、七
九
〇
ク
 
ま
各
会
労
働

費
で
は
昼
蛍
住
宅
の
建
 

公
営
住
宅
建設
 
一
、

二
五
ニ
ク
 
道
路
橋
梁
整
備
 

八
七
四
ク
 
設
分
が
多く
、
産
経
費
で
は
十
和
田市
 

（
屈
和
三
十
五
年度
で
は
事
業
に
一
億
そ
の
仙
 
四
、

四
二
O
ク
 
が
他
市
よ
り
相
当
増
額さ
れ
て
い
ま
す
 

が
こ
れ
は
表
で
説
明
し
た
ご
と
く
展
業
 

行
政
機
構
の
整
備
 
の指
定
を
う
け
て
積
極的
に
農
政
を
推
出
政
再
建
の
指
定
を
う
け
て
か
ら
の
本
〇
昭
和
「
干
七
年
度
は
待
望
の
市民
会
ま
し

P
sろ
い
ろ
巷
間
に
流
布
され
て
 

公
覚
住
宅
建設
 

三
、
〇
四
三
万
円

壊
神
病
棟
建
設
 

二
、
O
O〇
ク

学
校
の整
備
 

二
、
二
五
五
ク

都
市
計
画
事
業
 
一
、
三
八
0
ク

そ
の
他
 
一

一
、七
七
五
ク

〇
昭
和
一一
干六
年
度
は
学
薦
設

に
重

点
事
読
き
、
二
億
七
二
七
万
円
を費
し

て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
小
新
築
 
四
、本
一
四
万円
 

松
島
小
新
築
 

一
一
、五
五
ー
ク
 

《
 

工
高
敷
地
買収
 

一
、
七
〇
〇
ク
 

そ
の
他
学
校整
備
 
］
、
七
四
ニ
ク

公
営
住
宅
建
設
 

三
、
四
九
三
ク

都
市
計
回
事
業
 

一
、七
九
四
ク
 

進
す
る
所
存
で
、
そ
の
具
休
的
振
興
計
市
の
事
業
の
施
行
状
況
は
、行
政
」
 

画
を
策
定
中
であ
り
ま
す
。
 

の
引
き
上
げ
と
、住
民
の
福
利
増
“
 

税
の
徴
収
率
九
五
％
計
上
は
無
理
な計
 
目
的
とし
た
諸
施
設
の
轄
備
充
実
》
 

上
だ
と
き
め
つ
け
て
お
りま
す
が
、税
点
を
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

は

5
o
％
徴
収
し
て
正
直
者
が馬
鹿
昌

和
」
干
四
年
度
で
嚇
熱

に
「
 

を
み
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
原
則
で
あ
八

O
O万
円
を
費
し
、そ
の
主
な
4
 

り
、
現
に
昭
和
三
十
五
年度
は
九
五
％
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

昭
和
三
十
大
年度
は
九
大
・
五
％
を徴
五
小
校
増
築
 
一
、

二
三
早

収
し
て
お
り
ま
す
し
 

毘
沙
門
小
増
築
 

四
O
二
山

つ
ぎ
に
地
方
交
付
税は
前
年
度
に
比
し
公
営
住
宅
建設
 
一
、

二
五
二
h
 

一
一
千万
円
増
で
、
白
治
省
の
引
き
し
め

〇
昭
和
三
十
五
年度
で
は
事
業
に
一

政
策
か
らみ
て
無
理
だ
と
い
うこ
と
で
 一
、四
五
三
万
円
を
費
し
て
い
る
。
 



'1部2円） 	第84号 報 広
」
 

市
一
 」

 
所
 

五
 

昭和37年10月10日 
I昭和38年9 月 10日

、ノ り 、 
、用三量璽5’更’昭三Jノ 、 ‘ ノ 

集会所整備 

地域住民の福祉の向上に名と立てよう

と各地域に年た集会所を建設してい

る。 写真の梅田集会所は支月〒もかね

て36年に建設されました。 

一南』、新築 

昭和35年 4月、五所川原小学校から

分離し独立校として発足しましたが

全年に園体も兜成、本年は特別教室

等の整備に着手している。 

~ ‘ ．. 

失対の活躍 

市道の整備を進めている本市は昨年 ‘ 

まで旭町道略、今年から勲島町j首膨一“ 

の舗装をしている。 一方失対は市追

の簡易舗装、倒」溝豪備に活踊している 

鶴小体育舘、 

畠選妥！こ隅ク岡小学校の屋体が、総 
工費に219万円で354・24平方メートル 

(108坪）の屋体が新しく笥年10月誕 

生した． ー 

~舞~」葺一ー一 

L「松島小新築, 
小規模学校解消の第 1 弾として学区

民の鵬意とご協力により松島地区 3 
校が統合し、米田地区に新校舎が36 
年10月完成したo  

峻ジ戸三いF禾哩礁亀， 
' 325戸の県下に誇るこの公営住宅団」也

は昭和33年度から3カ年で建設され、 

津軽の名峰岩木山を眺望できるので

冨士見団地と名付られている。 

（単位千円） 起 債 の 状 況 

償還財源 需編銀爵器 髄 1響艦磐 
昭和22年摩」二‘降 
イ昔入した起債の 
王1‘ 債 高 

449 

13 “ 64 I 

13-000 

1-407 	11-012 

720 

1-565 

103 

320 

13-192 

23 “059 

449 

181-262 

艦登携付税 

市税で償還する 

基編餐黒響罵

奮結議需-1515婆 

プルドーザ使用
料等で償還する 

市税で償還 

査夢讐用料で償 
都市計画税で償
還 

診療収入で償還
する 

貸付利益金で償
還する 

t 	175'629 一 

374,759 
小
 計

 
合
 

10月31日が納期限です 

今月の納期 

市民税 	第3期 

正
規
の
電
気
工
事
を
 

ー
東
北
電
力
ー
 

最
近
の
家
庭
電
化
の
普
及
は
め
ざ
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
．
 

し
か
し
、
一
般
素人
の
知鱗
の
向
上
に

よ
り
素
人
工
亭
や
違
約
使
用
（
盗電
）
 

に
よ
る
災
害
や
事
故
が
多
く
な
つ
て
お

り
ま
す
。
 

十
円
の
電
気
代
で
大
（×
）
ワツ
ト
の
電

気
釜
が
」
面
も使
え
る
の
です
か
ら
、
 

素
人
工
事
や
違
約使
用
で
料金
の
何
倍

も
高
い
違
約
金
を納
め
る
よ
り
、
正
規

の
電
気
工
事
を
行
つ
て
明
る
い
電
化
生

活
を
し
ま
し
よ
う
。
 

館
接
市峨
借
入
額
の

3
3%
 

~ー―A 

一
般
会
計

特
別

会
計
 

現
在
本
市
に
昭
和
二
十
二
年度
以
降
借
入
した
起
償
は
一
般
会
計
分

一
億
九
千
九
百
万
円
特
別会
計
分
一
億七
千
五
百
万円
が
あ
り
ま
す
。
 

起
債
の
制
度
は
国
、県
あ
る
い
は
市
町
村と
い
づ
れ
も
用
え
て
い
る

も
の
で
一
時
に
多
額
の金
を
必
要と
す
る
事
業
を
お
こ
な
う
と
き
に

国
で
は
国
債
の発
行
及
び
外国
か
ら
、県
や
市
町
村
は
、モ
の
信
用

に
よ
つ
て
国
と
か
企
融
機
関
か
ら借
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

政
府
の
許
可争
”必
要
と
しま
す
。
そ
の
事
製
も
学
校
建
設
と
か
公
営

住
宅
の
醜
設
、都
市
計
面
事
業
あ
る
いは
土
木
事
業
、
消
防
施
設
、
 

災
警
復
旧
事
業
、
市
民
会
舘
、公
民
舘
、庁
否
、
病
院
な
ど
の
建
設

又
は
上
下
水
道事
業
、
衛
生
施
設
な
ど建
設
的
な
事
業
J
な
け
れば

な
ら
な
い
の
で
す
．
勿
論
起
債
に
つ
い
ても
枠
が
あ
り
ま
し
て
一
年

間
の
返
済
元
金が
大
体
、彊
妄
付
税

と
を
合
せ
た
額
の
十
％
位
 

五
所
川
原
小
学
校
新
築
 

五
中
校
と
併
騒
の
上
、
校
舎
の
老
朽
の
は
な
は
だ
レ
か
つ
た
こ
の
学

校
は
、
下
平
井
町
に
新
校地
を
附
入
移
転
し
、総
工
費
四
、杏
西

万
円
で
理
科
窒
、理
科
皿
衛
塞
》
音
楽
室
、
放
送
室
を
ー
 
した
校

舎
お
よ
び集
成
材
ァ

ー
手
携
造
の
屋
体
が
一王
ハ
年九
月
完
成
した
．
 

な
お
、
こ
の
学
校
に
は
今
年
一
八
ハ
万
円
で給
食
室
を
完
備
し
、
学

校
給
食
を
実
施
す
る
こ
とに
な
つ
て
い
ま
す
P
 

億
九
千
九
百
万
円
 

億
七
千
五
百
万
円
 

ま
で
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。従
つ
て
な
ん
で
も
か
ん
で
も
起
債
に
依

存
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
需
で
は

現
在
五
・
七

％
位
に
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
ま
だ
起
債
を
お
こ
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
部
に
は
こ
れ
を
恰
も
赤
字
で
あ
る
が
ご
と
く
流
1
6す

る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
が
この
起
債
制
度
と
いう
も
の
は
財
政
法

上
で
才
入
と
し
て
予
算
計
上
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
国
の
政
策
に

基
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
てい
る
も
ので
利
用
で
き
る
だ
け
市
な
り
市

民
た
ち
が
助
か
つ
て
い
る
わ
けで
あ
り
ま
す
。
ま
た
現
在
借
入
れ
し

た
起
債
の
事
業
別
内
訳
お
よ
び
、モ
の
退
済財
源
は
別表
に
示
し
た

と
お
り
で
返
済に
市
税
を
充
当
す
る
も
のは
A一
 
の
三三
％
で
他
の

金
額
は
住
宅
料
、病
院
の
診
療
収
入
、
水
道
料
、地
万
交
付
熱
”
で

あ
り
ま
す
。
 

湊

住
宅
 
の

建

設
 

市
の
発
展
に
伴
い
、
市
民
の
住
宅
難
は
日
増
しに
増
加
して
い
る
が

市
で
は
昭和
三
〇
年
度
以
来
、公
営
住
宅
を
建
設
して
来
た
が
新
た

に
昭
和
三
大
年
か
ら新
し
く
購
入
し
た
湊
団
地
に
三
カ
年
で
一
百
（)
 

戸
建
設
す
る
特
定計
画
を
樹
て
、初
年
度
に
お
い
て
一
〇O
戸
一

今
年
度
も五
大
戸
の
建
設
に
着
手
、
十
月
に
は
完
成
し
ナ
ー
月
か
ら

入
居
の
震
と
な
つ
て
い
ま
す
一
 

羽
野
木

沢
小

学
校
新
築
 

今
年
二
月
火
災
で
焼
失
し
た
こ
の
学
校
は
、
焼
失
し
て
か
ら
七
和
中

学
校
の
屋
体
等
を
借
り
て
急
場
を
し
の
い
で
いた
が
、
総
工
費
二
、
 

二
太
八
万
円
で
四
月
か
ら
急
ピ
ツ
チ
で
工
事
を
進
め
、
防
火
誕

の

斎
し

た
校
舎
お
よ
び木
造
集
成
材
ァ
ー
チ
構
造
の
屋
体
が
七
月
完

腐
さ
れ
た
．
 

会計別 事業別 

住宅建設債 43'766 r20カ年 20カ年 	lS'331 

	

20カ年’ 	12'419 

	

20カ年 	684 

	

5カ年 	1'565 

	

20カ年 	398 

20'717 

21、 182 

41 '899 

教 育 債 139'848 

土 木 債 5'598 

ー般会計消 防 債 5、叩0 

1 '139 災害復旧債 

そ の lt且 そ の ftJz 	2'792 	20カ年 

小 	計 	199、 130 、 

	

20カ年 	320 

水道事業債 	63、 129 	25カ年 

都市計回債 3'989 20カ年 

	

215カ年 	7'214 

	

20カ年 	449 

、 特別会計 
・、’”…一…、病院事業債 

	

	106 ' 636 	カ年 

質屋事業債 1'875 10カ年

25カ年 13、073 

	

10カ年 	446 
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 一
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長
 

一市 長 選 挙 

く見よく聞きよく選べ 
L
よ
 

..’”・，・”“・ 

き

れ
い

な

選
挙

o
ょ

い
政

治
 

1
0月
1
8日
は
投
票
日
 

市

議
補

欠
選
も
同

時
に
 

任
期
満
了
に
と
も
な
う
五
所
川
原
市
長選
挙
と
欠員
中
の
市
‘会
議
員
補
欠
選
挙
は
十
月
八
日
告示
、
＋
月

＋
八
ロ
（
午
前
七
時
か
阜
後

大
時
ま
で
）
投
票
日
と
決
定
し

ま
し
た
。
市
長
選
挙お
よ
び
市警

議
員
選

学
は
私た
ち
m
民
に
と
つ
てい
ち
ば
ん大
切
な
選
挙で
あ
りま
す
。有
権
者
の
み
な
さん
の
良
識
と
自
覚
に

よ
つ
て
義理
や
縁
故
に
惑
わさ
れ
ず
、
ひ
と
り
も棄
権
者
の
な
い
明
朗
、浩
潔
な
響

を
お
こ
ない
ま
し
よ
 

ー
赤
い

羽
根
募
金
に
 

力
願
い

ま
す
 

ー
・
ー
 
自

標
額
六
九

万
四
千
円
で

す
ー
 

》
 

協 

10月31日まで 	
一一 
	 1 

纏奨励運動実施 I 
	 郵政省― 

ー
 

う
．
 

ご
承
知
の
よ
っに
市
長
の
職は
市
の
行
が
お
こ
なわ
れ
て
お
りま
世
ん
。
 

政
執
行
の最
高
賢任
者
で
あ
りま
す
。
 こ
の
た
び
の
撃
は
市
民
と
し
て
大
切
 

そ
れ
だけ
に
私た
ち
の
く
ら
しに
直
要
な
権
利
を自
ら
棄
て
るこ
と
な
く
り
つ
 

つ
な
がる
大
切
な
繋
で
あ
りま
す
、
ば
な
霞
の
代
表
者
を
選
び
ま
し
よ
う
 

選
挙
は
私
た
ち
の大
切
な権
利
で
あ
り
 
し
？
「1一、
l
Jr
、
」
k
 

私
た
ち
個
人
個
人
の問
題
で
人こ
と
で
 

J
J
lニ
ー
 
ゴ
？
ー
 

は
あ
り
ま
せ
ん
o
 

黒
が
市

長
選
 

』
範
鞭
磐
騒
」（
m緯
鵬
綾
撲
編
濡
 

選
挙
がい
けな
いこ
と
はよ
く知
つて
 
不
在
投
票
は
 

へ
ん
見な
ど
のた
め
完
全な
会
明
選
芋
 

ー
 

選
挙
がい
け
な
い
こ
と
は
よ
く
知
つ
て

い
ま
ず
が
、
い
ろ
い
ろ
の感
情
や
義理

へ
ん見
な
ど
のた
め
完
全
な
昼
明
選
芋
 

市
で
は
四
日驚

に
お
いて
永
年
動
統

野
呂
武
夫
（税
務
繋

一
徴収
保
長
）
 

こ
の
童
は
昨
年
か
ら
お
こ
な
わ
れて

蔵

（農
林
商
工
課
展
産藻
長
）
、
裏
 

郵
政
省
で
 
漁業
な
と
の
振
興
、運
輸
、通
僧
、道

は
大
蔵
省
 
路
、港湾
な
ど
の整
備
、
国
土
保
全
、
 

自
治
省
の
災
害
復
旧
、
地
域
開
発
な
らび
に
基
幹

接
援
関
係
産
業
の
拡充
、
輪
田
の
振
興
な
ど
の
た

各
省
、
地
 
めに
融
資
さ
れ
て住
み
よ
い郷
土
を
つ

方
公
共
団
く
る
う
え
に
大
き
な
買
献
を
して
お
り

体
、
各
種
ま
す
。
 

団
体
等
と
な
お
こ
の連
動
に
は
つ
ぎ
の
各
団
体
が

提
携
し
「
一協
賛
し
て
お
り
ま
す
．
 

住
み
よ
い
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
 

郷
土
をつ
 
を
お願
い
致
し
ま
す
。
 

く
る
郵便
。
協
賛
団
俸
 

貯
金
奨
励
通
商
産
業
省
、
文
部
省
、畿

省
、
運

迎
助
」
を
輸
省
、
労
働
省
、
厚
生
省
、日
本
国
有

十
月
三十
鉄
道
、
日
木
電
信
電
話
公
引
、
住
宅
金

一
日
ま
で
融公
庫
、展
林
漁
業
金
融
公庫
、
北
海

実
施
して
道
東
北
開
発
公
庫
『
．日
本
開発
銀
行
、
 

お
り
ま
す
日
本軸
出
入
銀
行
、日
本
住宅
公
団
、
 

郵
便
貯
金
日
本
道
路
公
団
、
帝
都
高
遠
度
交
営
団
 

川 、1ノ円
 

鞠
 

報
 

市
 

原
 

所
《
 

五
 

tj巴lIJ-,I平'U月 'U日 1雄議姦芦）  じ）  

臓
会
議
員
補
欠
選
挙も
お
こ
なわ
れ
ま
 

不
在
投
票
は
 

八

時
半
ー

五
時
 

選
挙
の
当日
（
十月
十
八
日
）
や
む
を
 

い
な
い
用
務
や拳
敵
のた
め
ど
り
して

も
投
票
所
に
行
つ
て
“菜
で
き
な
い
人

は
公
示の
日
で
曹

八
日
か
阜
七
日

ま
で
の間
」
ん直
接
市選
挙
管
理委
員
会

事
務
局
（
市役
所
内）
に
お
いで
に
な

つ
て
不
在
投
票
を
して
く
だ
さ
い
。
 

融
翫
郵

勺
勲
聾

は
琴

覇
蘇
叫が
所
属
長
斜
翼
か
 

出
し
てく
だ
さ
い
。
 

な
お
つぎ
の
月
院
に
入
院
し
で
い
る
方

は
モ
の病
院
で
不
在”論
mが
で
き
ま
す

市
立
西
北
中央
病
院
、
同
敷
島
ハ脱
、
 

●

ノ
ョ
？
！
コ
●
．・
、
弓！・
る

女
性

心
配
ご

と

相

談
所

開
設
 

県
婦
人
相談
所
で
は
福祉
事
務
所
の
協

力
か
得
て
十
九
日午
前
九
時三
十
分
か

ら
旧
公
益質
屋
で女
性
の
心配
ご
と
相

談
所
を開
設
しま
す
．
 

△
投

票
 

の
で

き
 

●

つ
 

は
 

満
一
干才
以
上
の
日
 

る
人
 

ク
 

本
国
民
で
選
挙人
名
 

，
」
 

簿
に
議
さ

れ
て
い

は
 
て

選
挙
の
当日
撃

票
 
権
の
あ

る
人
で
す
。
 

（昨
年
九月
十
五日

投
  

現
在
で
つ
く
られ
た
 

基
本
選
挙
人
名
簿
と

今
同
ヲく
ら
れ
る
補
充
選
挙
人
名簿
の
 

き
な
い
人
 

市
民
の
みな
さ
ん
が
た
の
あ
な
た
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
目
標
手
う
わ

ま
わ
る
好
成鍋
を
お
さ
め
て
お
り
ま
す

厚
く
お
礼
申
しあ
げ
ま
す
。
 

ま
た
こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら赤
い
羽

根
共
同
募金
が
全国
一
斉
に
展
開さ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

協
力
を
お
願
い
申
しあ
げ
ま
す
。
 

な
お
当
市
の
今年
度
の『
鳳
額
は六
九

万
四
二
（
又
〕
円
で
こ
の
地区
割
当
会
鵬

は
こ
の
ほ
ど
市
福祉
事
務所
で
お
こな

わ
れ
ま
し
た
。
 

各
地
区
の
割
当
額
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
．
 

町
一
九
九（U
O円
、
」・
車
井
町九
八
o
 

O
円
、
平
井
町
、中
平
井
町
】
三
三o
 

O円
、
下
平
井
町
一
五
九
〇
O
円
、
敷

島
町
一」
元
O
O円
、
旭
町
一
五大
o
 

〇
円
、大
町
八
七〇
O
円
、
寺
町
、岩

木
町
一
四一
〇。
円
、
新
宮
、末
広
町

四
一
六
）O円
、
本
町
九
O
Q
リ
円
、
布
 

難
繊
『
難
「
鷺
麟
一難
麟
麟麟
 

り
ま
せ
ん
から
投
票
で
曹
せ
ん
・
 

せ
つ
か
く
投票
し
な
が鳥

効
に
な
乙
貧

用
す
る
吉
に
J
Pく
だ
さ
い
。
物
が
入
り
、ま
た
民

の
で
多
く
飲
む
 
N
ョ

K
司
支
女
乏

E
 
お
く
られ
ま
した
。
 

ー
 

fー
 

「ヤ
ミ
酒を
な
く
す
運
動
」
昂農
開
し

色
々
な
行
事
か
濯
し防
止
の
呼
び
か
け

を
実
施す
る
こと
に
な
つ
て
お
りま
す

田
造
酒
は
身
、心
と
も
に
大
いに
害
が

あ
る
と
発
表
して
い
る
ほ
か
、不
潔
な

協
所
で製
造
さ
れ
るた
め
雑菌
や
不
純

物
が
入
り
、ま
た
安い
の
で
多
く
飲
む
 

栄
地
区
四二
九
O
O円
、
梅
沢
地区
一
一

九
九
〇
O
円
、
七
和
地
区
五
八
八O
o
 

円
、
長
柵
地
区
五
五
〇
O
O
円
、
松
島

地
区
五
六
二
〇
〇
円
、飯
詰
地区
五
大

一
O
O円
、
中
川
地区
四
一
九
〇O
円

三
好
地
区
四
八
O
〇
O
円
、
毘
沙
門
地

区
二
六
O
O(）
円
 

異
議
決

定

期
限
 

十
月
十
五日
 

補
充

選
挙
人
名
簿
 

確
定

期
日
 

十
月
土
ハ
日
 

基
本

選

挙
人
名
簿
 

閲
覧

期
間
 

十
月
五
日
か
ら九
日
ま
で
 

入
場
券

五
日
頃

各
家

庭
に
配
布
 

基
本
週
挙
人
名
簿に
登
録
され
て
い
る

人
の
入
場
券
は五
日
頃
各家
庭
に配
布

さ
れ
ま
した
。
 

も
し
入
場
券
のと
ど
かな
い
在
は
名
簿

も
れ
か
、奮

先
（
市
内
移
動
）
が不

明
で
と
と
か
な
い
の
か
ど
ち
らか
で
す
 

●

．

.
 

で
製
造
は
勿
論
、貰
つ
た
り
、譲
つ
た

り
、
持
つ
てい
た
り
す
る
の
矛
業
じて

お
り
ま
す
ので
、
み
ん
な
で
自
覚
し
、
 

協
力
し
て
一
日
も
阜
く一
掃
した
い
も

の
で
す
．
 

！

・
●●・
“
ョ
コ
ヲ
●
・g
lョ

N
H
K
周

波

数

変

更
 

）
、
八
戸
第
一
放
送
は
一
O
O
〇
（
】
 

「
西
〇
）
算
一
放
送
は一五
一
O
（
一

五
三
〇
）
と
な
り
ま
した
。
 
 

い
る
も
の
で
今
」m＋
月
一
日
の
表彫
対

象
者
は
二
十年
以
上
動
統者
五
名
、
十

五
年
m一
 
動
続者
八
名
、十
年
以
上
動

続
者
八
名
と
な
つ
て
お
り
、山
内
市
長

よ
り
一
人
一
人
に
表
彰状
と
記
称
晶
が

お
く
られ
ま
した
。
 

義
雄
（
水
道
課
 
事
）
、笠
井
信
則
（
 

田
納
室
主
事
）
、
野
宮
腎
八
（
福
祉
夢

務
所
庶
務
係
長
一
、
斎
藤
田
鶴
子
（
梅

沢
支
所
主事
）
、今
 
実
（
監査
室
，
 

記
）
、長
内
正
明
（
農委
事
務局
次
長
 

)
  ◇

勤
編十
年
表
彰
 
 

保
平
（水
道
課主
事
）
、広
瀬
準
一
郎
 

（
出
納室
長
）
、
阿
穀
雄

（七
和
支

所
主
事
）
、
中
田
寿
造
（
市立
肩
院
技

師
）
、工
藤
き
み
子
（罫

委

小
便

丁
）
 

‘を
Jき
く
‘、f
一
 ？
？
一
 ？?
>
 

一
般
向
け
、月
刊
、A五
版
 

「
干
二
玖
 

送
料

！
半
年
分
（
十円
切
壬
ハ
枚
）
 

…
一
年
分
（
十一
夜
）
 

△
申
込
先
 

東
京
都
千
代
田区
霞
ク
関
ニ
ノ
ー
ー
 

外
務
省情
報
文
化
局庶
務
室
 

こ
の

一
票
 
人
の
さ
t
ず
は
受
け
ま
せ
ん
 

女
【
 

士
口
 

正
 

町
「
 

、
ー

ノ
 卿

n
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市
長
選
お
よ
び
市

議
会
議
員
補欠
選

の
補
充
選
挙
人
名

簿
甲
請
期間
、
補

充
選
挙
人名
簿
縦

覧
お
よ
び異
議
申

立
期
日
、
選
挙
人

名
簿
確
定日
な
ど

が
つ
ぎ
の
と
お
り

決
定
しま
し
た
。
 

補

充

選
挙
 

人

名
簿

申

請

期
間

十
月
五
日か
ら
九

日
ま
で
 

補

充
選

挙
 

人

名
簿

調
 

芽 8く‘ 

事
な
こ
と
で
す
。
 

ー
・
．
 

難
難

難
鍵
鰻
 

よ
い
ぐ
らい
で
す
。
 

い
ー
ジ
」
『一

 
‘・・‘
H

・
 

も
馴
割
拳

て
離
しも
不器
な
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

い
ま
す
が
、い
ろ
い
ろ
の感
情
や
義理
 

、
寺
ド

【
‘
三
寺
 

増
田
病院
 

、
 

に 

△
文

字
の

書
け

な
い

人
ま

た
は
 

盲
人

は
 

整
期
間
 

、r入
 
，
 

ノ
 

＋
月
十
日か
ら
十
一
日
ま
で
 

I
』g、ー
さ
一
、・
‘
…
 
し
ぐ」
・
‘i

ノ
．く‘
I
',
l」
こ才
甘
f
章
告

t
,
，
多
も
王f
‘
」足
名叫
壷
4
ダ

月
 

満
二
十
才
以
上
の
日
 
勃
か
引
い
い
」
軒
 
員
会
へ

照
会
し
、も
し
徴
も
れ
が
あ

は
一
誉

手
億
円
を
こ
え
る
巨額
に
達
委
員
会
、日
本
放
送
協
会
、
全
国
公
民
 

に
 

本
国
民
で
選
挙人
名
 

抹
け
滴
目
ノ

4
書
 

つ
た
と
き
は
十月
五
日
か
ら九
日
ま
で

‘し
、
ま
た
そ
の資
金
は
国
の財
政
投
融
舘
連
絡
協馨
、

新
生
活
晋

協
会
、
 

こ
 

簿
に
議
さ

れ
て
い
 
縦
覧

期
間
 

の
捕
襲
美

名
簿
申
請習
中

に
申
資
の
重
要
な
賢

と
し
て
住
宅
の
趣設

全
国
地
域
婦
人
団
体
熱
覇

剥

主
 

は
 
て

選
挙
の
当日
撃
 
古

十
二
日
か
ら十
四
日
ま
で
 
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

上
下
水
道
な
ど生
活
麗
の

整
備
、
病
婦
連
合
会
，
全
国
未亡
人
団体
協
議
会
 

＋
月
十
日か
ら
十
一
日
ま
で
 

補

充

選
挙

人
名

簿
 

縦
覧

期
間
 

十
月
十
一
百
か
ら十
四
日
ま
で
 

プ
 
る

人
 

「
む

H
う
ト
ー
l
Eき
 
こ
ん

な
場
合は
た
だ
ちに
選
挙
管理
委
は
ひ
ろ
く
国
民に
親
し
ま
れ
貯
金
総
額
電
源
開
発
株
式
倉
、
貯
齢
噌繊
中
央
 

雪
パ
 

権
の
あ
る
人
で
す
・
 
一

二
 
三三
三
ニ
一ニ
一
一
」

言
，
．
 
院
な
ど厚
生
施設
、
学
校
公
民
舘
など
日
本
看
護
協
会
・
日
本
寿手
釘
窃
義
会
 

拐

」m
携
」
」”
△
文
字
の
書
け

『
「
鰐
離
黙
駕
」
T

ど

ぷ

ろ

く
は
 

一
文
諮
設
の
充
実
中
小
商工
業
、
展
林日
本PT
A
禽
協議会
ーーi

 

ー
 
‘
 

引
い
影
、
引
わ
。
 な
い
人

ま
た
は
 

名
前
だ
け
書
い
てく
だ
さ
い
0
 

」
 
一
 

文
字
が
は
つ
きり
読
めれ
灰
い
の
で
投
票
配
馨
に
は
候
補
者の
一
覧表
も
 

ー
 
こ

【
 

l
ー
 
一

一
十
年

U
上

費
統
者
は

五
名
 

す
が
字
を
知
らな
か
つ
たり
、
ク
ガ
を
あ
り
ま
す
か
ら名
前
だ
け
は
ハ
ツキ
リ
 

，
ー
 

工
州
」
 
，
,
，
 
日
年
 
ー
 
」

り
」
土g
l
・
・
ニ
、コ
コ
ーk
三
カ
・

予
コ
コ
七ミ
、l
51
丁
一
ーー
・
・
・
 

「
プ
け
‘け
）
プ
『
い
”
”
し
」
『
一
嘱
『
漬
t
l悼
自
オ
k
hノ
い
一d
!
 

..
'
 
．
‘
 

市
で
は
四
日議
場
に
お
いて
永
年
動
統

野
呂
武
夫
（税
務
繋

一
徴収
保
長）
 

き
な
い
人
 
山
濡

浅
陰
り
嘱
准
、
准
曹
ま
し
言
。
 

霧
署
で
竿
月
一
日
か
阜

日
ま
で
た
め
不
轟
済で
も
あ
共しか
畠
律
賢
劃
多
曹

な
いま
し
督
！引
影

一
創
銀
彰
葺
「
彫
 

喜

く
られ
る補
充
暴
人
名

簿
の
盲
人
は
 

鰐
鍵
嘱
符
苦

く
と
無
r
や
め

ま
し

よ
う

L
 

、ォ
弁
劃
糾
瑠
長
は
声
 

長
郵
い

ジ
」

永
年
勤
続
職
員
表彰
 

赤
い
羽
根
共
同
募
金に
つ
い
ては
葦
例
年

ど
お
り
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
錦
町
一四
八
o
〇
円
、幾
島
町
、
柏
原
円
、
雷

地
五
四
8
円
 

o
）
、
第
二
放
送
は
八
二
〇
（
七九
〇

m
四
郎
（
庶
務課
統
附係
長
）
、
陥
田
△
「
世
湾
動
き
』
 

昭
護
器鯛
嘱
鶏
穿灘
彩
難
薫
い
い）
購
籍
騒
」
 

川
端
町
二
三

o
o
円
、
成
田
町四
四
り
ま
し
た
・
 

島
谷
清八
郎
（国
保
課
長
）
、伊
藤
温
外
務
省
で
は
広
く
一般
の
人Aに
世
界

〇
〇
円
、柳
町
四
八
〇
o
円
、
元
町
一
こ
れ
に
よ
りま
す
盲
森

第
一
警
の
三
郎

（
七
和斎
長

）
、
岡
田
晴
正
（
の
い
ろい
ろ
な
事
が
ら
毒
解
し
て
も

〇
三
8
円
、
田
町
、
栄
町
二
Q
一o
周
波
政
は九
大
o
キ
ロ
サ
イ
ク
ロ
（
改
教
委
庶
務
係長
）
、
神
定
一
（五
所
川
ら

フ
た
め
に
、
つ
ぎ
の譲

露
行
し
 

o
円
、
新
町
大
九
〇
o
円
、
田
園
調
布

正
前
は
九
大o
キ
ロ
サイ
ク
ロ
）
、第
原
小
使
丁
）
 

て
お
りま
す
o
 

二
六
8
円
、
平
和
町
二
九
五
0
〇
円
二
放
送
は
一
五
一
〇
（二
「二
〇
）
、
 ◇
勤
続十
五
年表
彰
 
希
望
者

は
送
料
（
郵
島
手

）
た
け
送
 

十
川
町
二
九
o
〇
円
、
小
曲
大
o
〇
〇

弘
前
第
一放
送
は
一
四
四〇
（
一四
四
山
田
秀
雄
（
秘書
企
画
課
長）
、
成
相
れ
ば
、
毎
号
各
個
人
に送
冬
す
・
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広
 

市
 

原
 

昭和37年10月10日 

「
 

九
州
全
土
を
ぎ

ゆ
う
ず
る福
岡

市
は
人
口
七
十

万
、
世
帯
数
十

七
万
で
わが
国

主
要
都
市
と
し

て
神
戸
に
つ
ぐ

七
番
目
の
用
進
 

都
市
で
あ
る
。
 

一
応
臨
会事
務
 

市議県外研修 
視察 報告 

しい声のテープー 

『お母さん元気ですか』 

県外就職 
ー激励報告会 

十
六
億
円
、
教
ガ
費十
二
億
円
、社
労
田
、
栄
の
統合
中
学

費
八
億
円と
な
つ
てい
る
．
 

校
A
舎
は
モ
ル
タ
ル

臓
員
は
五
十大
名
で
、議
員
は
月
額
議
塗
り
の木
造
建
物
で

長
九
万
五
千円
、ー副
議
長
八
万
「
〒
円
も
建
つも
の
な
ら
、
 

議
員
七
万
五
千円
、
そ
の
ほ
か
臨
員
一
あ
あ
良
い
学校
だ
と

人
に
つき
年
間
十
一
万円
を
自由
に
研
市
民
は
見あ
げ
る
で

修
に
便
用
す
べ
しと
て
勝
査
費
が盛
ら
あ
ス
5
と
思
う
と
情

れ
て
い
た
こ
と
は
聞き
や
す
い
場面
で
 
げな
さ
がこ
み
あ
げ
 

あ
つ
た
。
 

、
 
て
来

る
よ
う
な
も
の
 

九
州
の
視
察
終
つ

て
 

福
祉
行
政
は
期
待

eお
り
 

、
 

民
生
常
任
副
委
員
長
山
 

谷
 
満
 

広
 

る
。
思
い
は六
日

間
に
わた
り
南
国

の
地
九州
一
巡
の

研
価
資料
を
携
え

て
急
行
「
西海
」
 

は
一
路東
京
へ
覇

進
を
統け
た
の
で

あ
る
。
 

ほ
の
ぽ
の
と
白

め
く
車
窓
に
白
 

当
市
で
は
専
務
局長
以
下
二
名
で
や
つ
 
で
あ
る
と
事務
局
の

J・
 

鮮
建

設
工
事
進
む
 

完
成
は
十

一
月
末

の
予
定
 

市
立
梅
泉
小学
校
新
築お
よ
び市
立
栄
子
、
 

中
学
校
移眠
増
改
築
工
半は
さ
る大
月
一
市
立
栄中
学
校
は
栄
小
学
校
と併
皿
さ

末
着
工
レ
、工
小
は順
調
に
進
み
、現
れ
て
昭
和
二十
四
年
新設
さ
れた
が
当

在
両
校と
も
八
割
以
上
が出
来
上
が
り
時
資
材
の入
手
が
困難
の
た
め
松
材
を

十
一
刀
未
に
は
完
成
す
るこ
と
に
な
つ
 使
用
し
た
の
で
耐
川
年
数
が
少な
く
、
 

て
お
りま
す
。
 
、
 

現
在
危
険
校
舎の
制
定
を受
け
て
お
り
 い

た
。
 

緑
し
た
た
る園
内
の針
案
樹お
よ
びも

み
じ
、か
つ
らな
ど
は
雨
上
り
の美
し

さ
を
公
園
の隅
A
ま
で
繰
り
拡げ
て
い

た
事
は
さ
す
が
大
都会
の
憩
い
の場
と

し
て
の
風
彩
を
放
つて
い
た事
は
羨
望
 

れ
た
方
A
の
名
朔
業
所
は
労務
管
理
か
充
実
さ
せ
る
ため
采
年
か
らは
父
兄
も
 

ゆ
き
と
Pき
み
ん
な
元
気
に
仕
事
を
し
一
諸に
お
も
む
き激
励
で
き
る
よ
う
に
 

納
税
ょ
さ
れ
節
 

納
税
じ
よ
ん
か
ら
節
 

神
山

の
斎
藤
さ
ん
作
詞
 

局
の
説
明
を
聞
い
たがい
ず
れ
もク
タ

違
い
で
一
同
あ
然と
し
た
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
も
そ
の
は
す人
口
五
万の
当
市
か

ら
研
修
に
乗
り
こ
ん
だ
もの
だ
か
ら
周

囲
の
ふ
ん
い
き
に
威
圧
さ
れ
四
が
ぼ
ん
 
 

行
倣
に
あ
た
る
ので
あ
る
か
ら
何
ら
憶

す
る
と
こ
ろな
ん
か
あ
る
も
の
か
と愈
 

A
勇
気
を
山
して
色
た
な
質
問
に
入
つ

た
と
こ
ろ
非
常に
親
切に
つ
ぎ
の
こ
と

が
ら
に
つ
い
て説
明
を
して
く
れ
た
の

で
あ
る
。
 

年
間
予
算
総
額
一
二O
億
円
、税
収
入

は
四
〇億
円
、歳
出
面
で
は
市
役所
費
 

て
い
る
が
、な
ん
と
四
十
四
名
の
事
務

局
験
国
が
い
たの
で
あ
る
。
 

事
務
局
長
は
なお
も
話
し
を
続
け
住
宅

五
千
戸
、
養
老
院
ニ力
所
、
救
護
お
よ

び
更
生
施
設
各
ー
力所
、
保
育
所
は
県

立
を
は
じめ
市
立
、法
人
、
個
人
、団

体
等
あ
わ
せ
て三
十
五
カ
所
で
あ
る
。
 
 

消
防
署
は
四カ
所
に
A蔽
さ
せ
更員
数

三
七
二
名
、ポ
ン
ブ台
敷
、最
優
秀な

も
の
三
土
ハ
台で
あ
る
。
 

教
育
文
化で
は
大
学十
、
高
等
学
校十

五
、
中
学
校二
十
八
、小
学
唾
七
十
校

の
施
設
で
あり
、
し
か
も
み
な
白
亜
の

鉄
筋
三階
あ
る
い
は
、四
層
の
校
舎
で

あ
る
。わ
が
五
所
川
原
市で
は
いま
梅
 

説
明
を
一
同う
な
づき
な
が
らも
考
え

さ
せ
ら
れた
も
ので
あ
る
。
 

事
務
局
長
はな
お
も
続
け
てい
わ
く
公

園
は
大
公
園大
、
小
公
園
四
四
、そ
の

他
ス
ポー
ッ
セ
ン
タ
ー
と
して
の
総
合

グ
フ
ウ
ソ
ド（
五町
歩
）
も
あ
る
。
 

脱
明
は
こ
の
程
度
で
打切
り
約
三
キロ
 
 

今
年
も
あと
三
つき
で
終
りと
な
り
ま

す
。
秋
は
り
ん
ご
の
袋は
ぎ
と収
穫
、
 

水
稲
の
脱穀
調
整
と
、お
忙
しい
毎
日

を
す
ご
しま
す
が
、み
な
さ
んは
も
う

今
年
の市
税
は完
納
しま
し
た
で
し
よ

う
か
、市
で
は
十月
十
一
日
か
ら十
一
一

月
二
十
八
日
まで
を
納
税
促進
運
動
と

し
て
、
市
役
所内
に
市税
先
納促
進
特

別
業
本
部
（
本
部
長高
柵
収
入
役
）
 

を
設
け
て
、市
民
の
納
税
意
欲の
向
上
 

ぐ
ら
い
は
な
れ
た食
肉
市
場
へ
 

 
内
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
食
肉市
場
株
式会
社
は
市
が
中
心

と
な
つ
て運
営
を
して
い
る
もの
で
、
 

生
産
地よ
り
直
送
さ
れ
る
家
畜
お
よ
ひ

枝
肉
加工
委
託
を
受
け
、荷
受
、と
殺

解
体
枝肉
の
セ
リ
販売
等
の
規優
を
有

す
る
法人
組
織で
あ
る
。
 

一
日
平均
牛
馬
百
頭
、豚
」
舌
頭
を
処

理
し
て
い
る
が
、と
殺
方
法
は人
の
力

で
撲
殺
す
る
の
で
い
さ
さ
か

残
酷
で
あ

つ
た
。
 

そ
の
他
は
今
蔀ォ
ー
ト
メ
イ
ショ
ン
で

非
常
に
参
考
にな
つ
た
の
で
あ
るが
、
 

皮
を
は
が
れ
て
真一
一
つに
さ
れ吊
さ
れ
 
 

こ
の
春
、中
学
校
を
卒
業
して
希
望
を

抱
い
て
郷
里を
は
な
れ
、東
京
都と
そ
 

“

●●
、ミ
ー
 

●

！
 

尋
 
ね
 
人
 

今
年
三
月
頃
、
市
内
旭
町
黒
滝善
佐
方

に
お
られ
ま
し
た
鰐

田
和
子
さ

ん
に
児
童
扶
善
手当
の
証
衝
が来
て
お

り
ま
す
の
で
至
急
市福
祉
事務
所
ま
で

印
か
ん
を持
参
して
く
だ
さ
い
。
 

の
的
で
あつ
た
も
ので
あ
る
。
 

続
い
て
車は
な
お
四
キ
ロ
程
もあ
る
太

宰
府
に
向け
ら
れ
た
右
大
臣
管
原
道
真

公
を
お
祭
り
す
る
天
満
目に
詣
で
た
の

で
あ
る
．
 

塊
内
はす
つ
か
り
清
掃が
行
きと
F」
い

て
数
百年
の
昔
を
しの
ば
せ
る
樹
木
が

枝
を
交
え
てね
じ
れ
た
幹
を
持
ち
こ
ら
 

曲
に
かけ
ら
れ
た
太
鼓
橋
の彼
万
には

毎
年
雷
襲を
繰
返
す
と
い
う
朱
塗
り
の

拝
殿
お
よ
び
御
本
殿
は
ひ
と
し
お
明
る

さ
を
倣
っ
て
如
何
に
も
博
学
にた
け
た

神
の
御
姿で
あ
る《
蒲
感
した
の
で
あ

る
。
御
社
の梅
林
は
タ映
に
赤
く
染ま
 
 

の
周
辺
お
よ
ひ
石川
県
に
就
職さ
れ
た

一
舌
余名
を
対
象
に
して
お
こ
な
わ
れ

た
激
励大
会
が
八月
二
十日
（
東
京
都
 

）
、
二
十
一
百
（金
沢
市
』
お
こ
な
つ

た
が
、モ
の
報
告
会が
九
月
二
十
八
日

就
職
者
の
父
兄八
」
名
が
出
席
し
て
市

役
所
議
場
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

報
告
会
はま
す
市長
が
『今
春
就
職
さ
 

る
頃
ま
た
の日
を
約
し
て
天
神
様
に
わ

か
れ
生
ロげ
た
ので
あ
つた
。
 

大
月
士
百
最
畿
の
研
修
地
福岡
を
あ

と
に
心
なく
車
中
の
人
とは
な
つ
た
が

名
物
の若
戸
大柵
の
偉
容
か
眺め
門
司

で
急
行
「
西海
」
に
乗替
え
，こ
れ
が

最
初
に
して
最
俄の
九
州
研修
旅
行
だ

ろ
う
と
お
互
い
顔を
見
合
せ
た
の
であ
 

鷺
の
 

羽
ば
た
きた
て
る
東路
の
旅
 

九
州
を
一
周
し
た
日
数
は
と
て
も
大
日

間
で
は
満
足な
研
究
は
出
来な
い
も
の

で
あ
つて
少
な
く
《
も
十
日
間
位
で
な

け
れ
ば
目
的
を
果す
こ
と
は
無
理
で
あ

る
。
 

て
お
り
ま
す
か
ら心
配
す
る
こ
と
はあ

り
ま
せ
ん』
と
の報
告
があ
つ
た
後
、
 

激
励
会
場
か
ら録
音
し
て
き
た
就
職者

の
元
気な
声
のた
よ
り
を
聞
き
出席
者

一
同
安
心
して
い
た
。
 

さ
ら
に
市
長は
県
外
就
職者
の
激
励
を
 

そ
れ
で
も
た
く
さん
の
収
穫
を得
て
帰

つ
た
こ
とは
な
によ
り
で
あ
つた
。
 

目
的
の
福
祉
行
政
は
期
待ど
お
り
満足

を
し
た
、
消
防
行
政
は
や
や通
格
な
感

じ
で
あ
る
。
 

な
ん
とい
つ
て
も
観
光
面
で
は
、日
本

国
中
ズ
パ抜
け
の
した
施
設
で
道
路
と

い
う
道
路
は
舗装
が
な
さ
れで
い
る
点

か
ら
見て
も
い
かに
し
て
観
光
客を
誘

致
し
た
ら
よ
い
かと
配
慮
して
い
る
各

市
の
行
政
手
腕
の程
が
うか
が
わm
た

の
で
あ
る
。
 

と
く
に九
州
一帯
は
山
水の
美
と
温泉

に
よ
つ
て
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
る
か
ら

農
産
物
の収
入
が
底を
つ
い
て
い
る
の

で
勢
い
観
光に
重
点
を
置
い
た
もの
と

思
わ
れ
た
ので
あ
る
・
 

ま
た
学
校々

舎
の建
築
かー
 
て
教
育

文
化
が進
ん
で
い
た
こ
と
も
うな
づ
か

れ
る
一
方
各
市に
は
必
ず
市
民憩
い
の

場
で
あ
る
大
ハ
ーあ
る
いは
児
童
遊
園

地
が
あり
、
道
路
端
で
ポー
ル
遊び
を

し
て
い
る処
は
一力
所
も
見
受け
ら
れ

な
か
つ
た
。
 

九
州
の
市民
は
一般
に
親切
で
あ
る
．
 
 

市
内
神
山
納
税
組
合
理
亭の
斎
藤
田
雄

さ
ん
が
、こ
の
ほど
市
税
務
課に
納
税

思
想
をた
か
め
る
ため
宜
伝
の
一助
に

な
れ
ば
と
斎
願
さ
んが
作
詞
した
「
納

税
よ
され
節
」
と
「
納税
じ
よ
ん
が
ら

節
」
の
歌
詞
をよ
せ
てき
た
。
 

な
お
斎勝
さ
ん
は
先月
六
日
長
柵
中学

校
で
おこ
な
わ
れ
た尚
地
区
の
納
税表

彰
式
で
も
発
表
し
、好
評
を
博
して
い
 

た
。
 納

税
よ
さ
れ
節
 

ア
1
サ
ア
 
出
した
が
ョ
ー
イ

ハ
ア
こ
こ
に
お
出
で
の
皆様
万
よ

日
毎
夜
毎
に
蓄
め
た
るお
金

税
き

ら
し
に
振
り
分
け
使
い

内
に
も
外
に
も
花
咲
か
す
 

咲
い
た
花に
は
実
の
な
る
た
と
え
 

爽
り
豊
か
な
出
来
秋
迎
え
 

住
み
よ
い町
に
幸
を呼
ぷ
 

た
だ
し繁
華
街
の公
衆
食
堂
な
ど
は
機

械
的
なや
り
方
で
少
A
不
快
な感
じ
の

す
る
と
こ
ろ
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
 

下
水
道
は
み
な
完
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
な
によ
り
も
好
感を
う
け
た
もの
で

あ
る
。
 

車
中
で
老
爺
の話
し
を
聞
い
た
の
で
あ

る
が
九
州
の
肥
民
は
作付
反
別
も
少
な

い
か
ら生
活
亭た
て
て
ゆ
く
のに
困
る

の
で
水
田
か
らあ
が
つた
米
はA蔀
売

上
げ
て什
癖
い収
穫
を
した
麦
で
生
活

を
し
た
も
の
だ
と
の
事で
あ
る
が
、何

ん
と
そ
の
よ
う
な
忍
耐が
あ
つた
れ
ば

こ
そ
今日
の
よ
う
な
九
州
がつ
ち
かわ

れ
た
もの
で
あり
今
後
益大
発
展
して

ゆ
く
で
あ
る
っと
思
われ
た
の
で
あ
る

当
市
と
し
て
も
展
村
振
興
は
勿論
の
こ

と
道
路
の
整備
、
下
水
道
の先
成
、中

小
企
業
の
育
残
福
祉
行
政
の充
実
、
 

そ
れ
に
賛
打
して
観
光資
源
の
開
発
に

重
点
をお
く
と
同
時
に教
育
文
化
の
進

展
に
心を
注
が
ね
ば
い
け
ない
と
痛
切

に
感
じ
た
も
ので
あ
る
加
 （お

わ
り）
 
 

み
ん
な
協
力手
を
取り
あ
え
ぱ
 

税
は
完
納ほ
ほ
え
む顔
に
 

明
日
の
希
望は
燃
えあ
が
る
 

そ
し
て
明
るい
町
とな
る
 

ョ
サ
レソ
ー
ラ
ョ
イ
ャ

ー
 

納
税
じ
よ
ん
か
ら
節
 

こ
こ
に
お出
で
の
皆
様
万よ
 

サ
ア
サ
ア
こ
れ
か
ら
納税
の
唄
コ
 

声
は
ま
づ
い
が
お
聞
きな
さ
れ
 

納
税
す
る
に
は
先づ
第
一
に
 

家
中
そ
ろ
つ
て
気
持
は
同
じ
 

無
駄
を
は
ぷ
つて
こ
れ
ア納
税
貯金
 

楽
し
く
働
き
蓄
めた
る
金で

期
限
お
く
れ
ず
納
税す
れ
ば

住
み
よ
い
町
がそ
れ
ァ出
来
ま
す
る

廿

《
潔
P
糾
n愛
円
山」
 r町

み
ん
な
で
協力
心
を
あ
わ
せ

こ
ぞ
つ
て
完
納出
来
さ
い
す
れ
ば

朋
る
い
町
と
あ
れア
な
り
ま
す
る

、
 や

り
く
り
算
だ
ん文
珠
の
知
恵で

呑
み
た
い
着
た
いの
心
を
お
さ
え

今
年
も完
納
の実
を
結
ぶ
 

秋
季
火
・
災
 

予
防
運

動
 

1
0月1
0日
ー
1
1月3
0日
 

市
消
防
本
部
で
は
十
月
十
日
か
ら＋
一

月
」干
日
ま
で
秋
季
火
災
予
防
運
助
を

実
施
致
しま
す
。
 

実
施
期
聞中
は
防
火
対
象
物お
よ
び
一

般
家
庭
毎
戸に
チ
ラ
シを
配
布
、消
防

司
令
車
そ
の
他申
輪
に
よ
る
火
防
且
伝

等
を
して
市
民
に
防
火
思
想の
普
及を

図
る
。
 

そ
の
他
、各
棚
消
火
器
の実
験
、
一
般

寅
庭
の
予
防
査
察
、m輔
査
察
、
電
気

火
災
予
防
、危
険
物の
安
全
膏
理な
ど

期
間
中
翼
施
い
た
しま
す
。
 

ま
た
当市
大
火
記
念
の
十一月
に
消
防

署
に
お
い
て
消
防
訓
線
な
ど
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
 

？
」
芭f三
了」
三
ノ」
そノ
三
〒ニ
ョ
！三
三
／
」
！
ノ
三
一

？
●
ョフ
ら「
／
ョ
了h
 

1
0月
1
1日

ー
1
2月
2
8日
 

納
税
促
進
運
動
実
施
 

市
税
完
納
に
ご
協
力
を
 

を
強
張
い
た
しま
す
。
 

税
金
は
、つ
い
う
っか
り
して
納
め
る

の
が
、一
の
びの
び
に
な
り
事
と
督
促

手
数
料
や
延
滞金
、
濡
加
算
金
等
の

よ
け
い
なお
金
を納
め
な
けれ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

「
市
税
は
納
期
内
に
」
・
を忘
れ
ず
に
心

掛
け
て
、市
税
完
納に
よ
り
一
層の
ご

協
力
をお
願
い
し
ま
す
。
 

て
い
る牛
ま
た
は豚
、
そ
う
か
と
思
う

と
頭
だ
け
が
珠
子
つ
な
ぎ
に
さ
れて
あ

た
か
もキ
ノ
コ
を
木
の
枝
に
差
しな
ら

べ
た
よ
う
な
残
酷さと
あ
た
り
の
悪
臭

に
は
す
く
な
か
らす降
参
した
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
気
分
転
換の
意
味で
今
度

は
広
女
と
した
公
図に
案
内
ぎ
れた
の

で
あ
るが
、
広
大
な池
に
は
郵
鯉
が
白
 

ま
た
小
学校
と
併
置
して
い
る
た
め
校

地
も
せ
ま
く
、最
近
生
徒
数
が
増
加
し

政
室
が
不
足
で
屋
体
を
間
切
り
して
授

業
し
て
い
る
の
に
薪
た
に
塁
又所
ふ
き

ん
に
校
地
一
万
、
二O
三
ニ
ハ
平
万メ
 

ー
ト
ル
（三
七
〇
O
坪
）
を
購
入
して

移
転
増
改
築
す
ス
》
も
の
で
す
。
 

校
舎
は
木
造二
階
熱
モ
ル
タ
ル
雄で
即

設
面
積
一
四四
三

・
一
平
方メ
ー
トル
 

（
四
四〇
坪
）
、内
部
は
普
通
教堅
十

一
、校
長
室
、
職
国
室
、
保
健
室
、宿

鳳
室
とな
つ
て
お
り
、総
工
費
は
一
四

八
一
万
円
で
市
内
平井
町
新
興
建
設
の

手
で
建
般さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

j

ゃ
り
し
て
き
た
よ
う
で
あ
つ
た
。
 

4
 モ
れ
に
意
外
な
言
葉
が事
務
局
長
か
ら
 

く
 
田
た
の
で
な
お
更
赤面
の度
を
増
し
た
 

調
」」
難
霧
鯵騨
」
 

月
肋

図
の
ど
こ
に
あ
る
ので
す
か？
」
と
標
 

9
便
ー
“

2
'
.“
，
ー「
．
「『

L
 ど！

年

，

準
語
に
九
州
な
ま
りを
入
れ
て
の
た
ず
 

仰
”
ね

か
た
で
あ
つ
た
ので
さ
す
がの
阿
部

昭

粛
 
委員
長
も
恐
縮
モ
の
も
の
で
あ
る
．
 

ー
 
一
応
参
考
資
料
と
して
小
は
小
な
り
に
 

市
立
梅
泉
小
学
校
は
いは
ま
で
鶴
田
町

立
梅
沢
小
学
校
に
委
託さ
れ
てい
た
生

徒
が
、
こ
と
し
鶴
団
町
で
独
自で
区
域

内
に
梅
沢
小学
校
を新
価
ず
るこ
と
に

な
つ
た
の
で
、当
市
で
も新
た
に
梅
田

地
区
の
巾
心
部に
校
地九
〇
八
四
平
方

メ
ー
トル
（
三
〇O
O
坪
〕
を
購入
し

て
新
築
する
も
の
で
す
。
 

校
舎
は
木造
二
階
建
モ
ルタ
ル
執
で
建

設
面
積
一四
一
九
平方
メ
ー
トル

（
四

大
八
・
九坪
）
で
内
部
は
普
通
数
室
十
 

、「
、職
国
堅
、
保
健
室
、そ
の
仙と
な

つ
て
お
りま
す
。
 

総
工
費
は一
六
五
O
万
円
で
市
内
敷島

町
中
野
建設
の
手
で
建設
、
完
成
す
れ

ぱ
梅
田
、
中
泉
地
区
の生
徒
三
一八
名

が
収
容
され
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
 

い
腹
を
出
して
水
面
か
ら
は
ね
返
つ
て
 
え
て
い
た
。
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